
あぶない ! こんなに事故が

交通事故
件 数
死 者
負 傷 者

35件（  157）
0人（    4）

39人（  194）

救　　急 件 数
搬送人員

226件（1,256）
218人（1,217）

火　　災
件 数
損 害 額

2件（ 25）
14,509千円

（29,436千円）
●阿南署管内平成23年5月分合計　(　)内は1月からの累計

シリーズ
災害に備える

№３

沿
岸
地
域
自
主
防
災
会

の
ご
意
見

　

沿
岸
地
域
自
主
防
災
会
と
の
意
見

交
換
会
を
、
４
月
20
日
か
ら
５
会
場

で
開
催
し
、
東
日
本
大
震
災
時
の
阿

南
市
沿
岸
地
域
に
お
け
る
避
難
行
動

や
防
災
体
制
に
お
け
る
問
題
点
な
ど

に
つ
い
て
話
し
合
い
ま
し
た
。

　

今
回
は
、
富
岡
地
区
の
意
見
等
を

ご
紹
介
し
ま
す
。

■
富
岡
地
区　

（
４
月
21
日
：
富
岡
公
民
館
で
開
催
）

・
避
難
所
、
避
難
経
路
の
見
直
し

・
防
災
無
線
の
整
備

・
自
主
防
災
会
と
の
意
見
交
換
会
の

　

開
催
と
連
携

・
避
難
情
報
等
の
連
絡
体
制
の
構
築

・
商
店
街
、
農
家
等
と
の
食
糧
・
薬

品
確
保
の
た
め
の
協
定

※
次
号
で
は
、
見
能
林
地
区
を
ご
紹

介
し
ま
す
。

「
避
難
勧
告
」と

「
避
難
指
示
」の
違
い

　

災
害
時
に
は
、
そ
の
状
況
に
応
じ

て
「
避
難
勧
告
」
と
「
避
難
指
示
」

を
発
令
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　
「
避
難
勧
告
」
は
避
難
を
勧
め
促

す
も
の
で
す
。「
避
難
指
示
」
は
被

害
の
危
険
が
切
迫
し
た
と
き
に
発
せ

ら
れ
る
も
の
で
す
。

　

よ
っ
て
、「
避
難
勧
告
」
よ
り
「
避

難
指
示
」
の
方
が
拘
束
力
が
強
く
、

「
避
難
指
示
」
が
発
令
さ
れ
た
場
合

は
、
速
や
か
に
所
定
の
避
難
場
所
に

避
難
し
て
く
だ
さ
い
。

災
害
時
の
連
絡
先

災
害
対
策
本
部　
☎
22

－

３
８
５
４

問
い
合
わ
せ
は　
市
民
安
全
局
（
☎

22

−

９
１
９
１
）
へ

被
災
地
支
援
本
部
に
届
け
ら
れ
た
義
援
金

　

６
月
15
日
現
在
の
受
付
状
況
は
次

の
と
お
り
で
す
。
ご
協
力
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。

●
義
援
金　

９
５
０
万
６
７
１
７
円

●
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
登
録　

３
人

問
い
合
わ
せ
は　
社
会
福
祉
協
議
会

（
☎
23

−

７
２
８
８
）
へ

■
税
金
関
係
の
お
知
ら
せ

　

大
震
災
に
よ
り
被
害
を
受
け
ら
れ

た
方
は
、
所
得
税
の
軽
減
・
免
除
が

受
け
ら
れ
、
税
務
署
で
手
続
き
を
行

う
こ
と
で
所
得
税
が
還
付
と
な
る
場

合
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
ほ
か
、
源
泉

所
得
税
の
徴
収
猶
予
や
還
付
、
廃
車

と
な
っ
た
自
動
車
の
自
動
車
重
量
税

の
還
付
な
ど
の
特
例
が
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
地
方
税
に
つ
い
て
も
、
住

民
税
、
固
定
資
産
税
等
の
特
例
が
あ

り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
は　
阿
南
税
務
署
（
☎

22

−

０
４
１
４
）ま
た
は
税
務
課（
☎

22

−

１
１
１
４
）
へ

東
日
本
大
震
災
に
よ
り
被
害
を
受
け
ら
れ
た
方
へ

　

４
月
29
日
か
ら
５
月
８
日
の
間
、

気
仙
沼
市
大
島
で
、
災
害
派
遣
支

援
員
と
し
て
支
援
物
資
の
搬
入
、

仕
分
け
、
配
給
、
在
庫
管
理
の
業

務
を
行
っ
た
。

　

滞
在
中
、
水
道
が
復
旧
し
た
こ

と
。
民
宿
が
二
次
避
難
所
に
な
っ

た
こ
と
。
中
学
校
の
グ
ラ
ウ
ン
ド

に
仮
設
住
宅
が
完
成
す
る
な
ど
生

活
環
境
は
少
し
ず
つ
改
善
さ
れ
て

い
る
よ
う
に
見
え
た
。

　

一
方
で
届
け
ら
れ
る
物
資
の
量

は
少
な
く
な
っ
て
き
て
、
不
安
を

感
じ
な
が
ら
仕
分
け
作
業
を
行
っ

た
。
仕
分
け
を
し
た
翌
朝
、
各
自

治
会
の
代
表
が
物
資
の
受
取
り
に

来
る
。
物
資
の
配
給
は
、
自
治
会

組
織
の
ま
と
ま
り
か
ら
物
資
が
世

帯
数
や
人
口
に
満
た
な
く
て
も
混

乱
す
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。

　

支
援
活
動
に
参
加
し
て
感
じ
た

の
は
、
地
震
や
津
波
は
何
時
ど
の

よ
う
な
場
所
で
遭
遇
す
る
か
わ
か

ら
な
い
。
ま
ず
自
分
の
命
は
自
分

で
守
る
と
い
う
意
思
で
避
難
行
動

を
と
る
こ
と
。

　

支
援
を
し
た
い
と
思
っ
て
い
る

方
は
大
勢
い
る
。
し
か
し
、
支
援

を
必
要
と
す
る
方
の
情
報
が
確
実

に
伝
わ
っ
て
い
な
い
の
で
は
な
い

か
と
感
じ
た
。

　

阿
南
市
は
海
岸
域
や
山
間
部
を

有
し
、
地
震
や
津
波
が
発
生
し
た

場
合
、
被
害
の
状
況
は
地
域
に
よ

り
異
な
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
。

災
害
発
生
後
は
一
日
も
早
い
支
援

が
必
要
に
な
る
。
一
人
よ
り
多
く

の
方
が
共
に
助
け
合
う
こ
と
が
で

き
る
よ
う
地
域
の
組
織
づ
く
り
や

地
域
の
つ
な
が
り
が
必
要
で
あ
る
。

　

大
島
で
は
、
瓦
礫
の
撤
去
な
ど

手
つ
か
ず
の
所
も
あ
っ
た
が
、
職

を
失
っ
た
地
元
青
年
や
県
外
で
働

い
て
い
た
青
年
が
帰
省
し
て
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
で
復
旧
作
業
に
関
わ
る

姿
を
見
た
時
、
大
島
の
地
域
の
絆

の
強
さ
を
感
じ
た
。

秘
書
広
報
課　
　
　
　
　
　
　

課
長
補
佐　

青
木　

芳
幸　

地
域
の
絆

被災地
からの
メッセージ

救援物資を運び入れるようす。
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